
2007 JTAナショナルコーチング・ワークショップのご案内 

－チームJAPANの確立に向けて－ 

 

今回、日本のテニス強化に関して、ナショナルとスポーツ科学の立場からいくつかの提言をし、今後の強化（競技力 

向上）の方向性を考えていくことを目的とし、このワークショップを開催いたします。特に、指導者間の意見交換を密 

に行い、共通理解を得ることを狙いとした参加型の会としたいと考えています。 

どうぞ奮ってご参加いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

主 催 (財)日本テニス協会,全国高等学校体育連盟テニス部,全国中学校テニス連盟,全日本学生テニス連盟 

後 援 文部科学省、（財）日本体育協会 （全て申請中） 

主 管 強化企画本部スポーツ科学委員会・普及指導本部指導者育成委員会 

協 力 ナショナルチーム, 強化システム委員会, 一貫指導体制推進委員会, 医事委員会 

全日本学生テニス連盟部長監督会 

日 時 平成19年1月6日（土）～7日（日）の２日間 

場 所 青山学院大学青山キャンパス ガウチャー・メモリアルホール  （東京都渋谷区） 

対 象 (財)日本体育協会公認指導者（競技力向上コーチ以上）・学校関係指導者（中学校・高校・大学など）・

民間クラブでの指導者などで、トップ選手育成と競技力向上をメインとして指導を行っている指導者 

参加費 ２日参加：12,000円  １日参加：8,000円    懇親会：3,000円 

研修ポイン

ト 

1日：2ポイント  2日間：4ポイント 

 

申込方法  ①申込書を、JTA事務局までFAXか郵送、E-Mail（必要事項をすべてお書きの上）にてお送り下さい。 

  FAX： 03-3467-5192  E-mail: coach@jta-tennis.or.jp  申込書送付締切：平成18年12月11日（月） 

 ②下記口座に参加料と懇親会参加の場合は懇親会費を合わせてお振込み下さい。 

   三菱東京UFJ銀行 渋谷中央支店 普通預金：３５０６３０１ 名義：（財）日本テニス協会 汎用口 

   参加費振込締切：平成18年12月15日（金） 

 ③一旦ご納入頂きました参加料はご返金しかねますのでご了承下さい。（申込み多数の場合は除く） 

締切日 参加申込書：平成18年12月11日（月）  参加料振込：平成18年12月15日（金） 

問合せ先 〒150-8050 渋谷区神南1-1-1 岸記念体育会館４F 

 財団法人 日本テニス協会「ナショナルコーチング・ワークショップ」係宛 

 Tel：03-3481-2321  E-mail: coach@jta-tennis.or.jp 

その他 ① 宿泊は各自でご手配下さい。   ② 昼食は各自ご用意ください。 

③ 当日は、正門からお入り下さい。  ④ 会場には駐車場はございません。 

 



ワークショップ・プログラム 

 

１日目：平成19年1月6日（土） 

 

時 間 内  容 講 師 

9:30-9:55 受 付（ガウチャーメモリアルホール）  

10:00-10:15 開会挨拶 渡邊康二：JTA専務理事 

武藤元昭：青山学院大学学長 

10:15-10:45 チームＪＡＰＡＮ「人間力」向上を目指して 小浦武志：ナショナルチームGM 

10:50-12:00 スペインテニス、強さの秘訣（フェド杯報告も含めて） 

－２年間のスペインでの在外研修を終えて－ 

植田 実：フェドカップ監督 

12:00-13:00 昼  食  

13:00-13:30 ＪＯＣの取り組み（北京オリンピックへ向けて） 福井 烈：ナショナルチームAM 

13:40-15:10 2005、2006デ杯・フェド杯を終えて 

代表チームへのスポーツ科学的サポート 

竹内映二：デビスカップ監督 

植田 実：フェドカップ監督 

田島孝彦：スポーツ科学委員会委員 

池田 亮：国立スポーツ科学センター 

15:10-15:30 ティータイム  

15:30-17:45 パネルディスカッション 

 世界のトップグループに入るためには？ 

 －デ杯・フェド杯のファイナルを日本で行うために－ 

竹内映二：デビスカップ監督 

植田 実：フェドカップ監督 

梅林 薫：スポーツ科学委員会委員長 

大学関係から１名 

高校関係から１名 

中学関係から1名 

18:30-20:00 懇親会（青学会館にて）  

 

 

２日目：平成19年1月7日（日） 

 

時 間 内  容 講 師 

8:00-9:00 コーチング・カフェテリア（情報・意見交換、参加自由）  

8:30-9:05 受 付（ガウチャーメモリアルホール）  

9:10-10:40 日本人が勝つためのある一つの方法 

－世界のトップ選手の持つ技術・戦術とは？－ 

－テニス選手のための専門的体力とは？－ 

指定発言：日本人が勝つためには？ 

竹内映二：デビスカップ監督 

梅林 薫：スポーツ科学委員会委員長 

10:40-11:20 スポーツ障害予防とコンディショニング 村木良博：医事委員会委員 

11:30-12:30 パフォーマンス向上のための体力トレーニングの考え方 

－理論と実践－（オンコート・体育館） 

中村寛孝：スポーツ科学委員会委員 

 

12:30-13:30 昼 食  

13:30-14:30 戦術に基づいた効果的な練習法 

 （オンコート・体育館） 

竹内映二：デビスカップ監督 

14:30-14:45 ティータイム  

14:45-16:30 トップ選手に対しての効果的なコーチング 

－代表チームの練習法－（オンコート・体育館） 

 

増田健太郎：ナショナルチームコーチ 

駒田 政史：ナショナルチームコーチ 

（予定） 

16:30-16:45 閉会挨拶  

  
尚、講演内容、講師については、変更となる場合があります。 




